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平成２８年大磯町議会 

３月定例会総括質疑（２月２３日） 
質問議員 質 問 事 項 

１ 

１５番 

柴崎  茂議員 

（40 分） 

9:05～ 9:45 

持続可能な大磯をめざすと言いながら、やっていることは町長

の給与を倍にし、バブル最盛期の平成２年頃の町長給与よりも多

くしている。一方で、町債残高も平成 29・30 年には、180 億円

にまで積み上げ、債務削減の方法など何も示されない。 

 「何事にも情熱を持ち」などきれい事を並べながら、やってい

ることはプロポーザルと言い、実際は随契の山。 

一体全体、大磯町民からどこまでしゃぶりつくせば気がすむの

か。 

 

２ 

１番 

坂田よう子議員 

（40 分） 

9:45～10:25 

１．第４次総合計画後期基本計画の重点プロジェクトについて 

 町の最上位計画であり、大磯町の町政運営の指針である総合計

画後期基本計画では、「交流人口の増加と定住人口の安定化」を

重点プロジェクトと定め、今後５年間の町政運営を行うとした。

５年後の目標達成を視野にいかなる政策を展開するか。また、「花

鳥風輪」と総称する各施策、観光・子育て・交流・地域づくりの

詳細を伺う。 

 

２．一斉に始動する４つの計画について 

「総合計画後期基本計画」の始動に連動し、「人口ビジョン・

総合戦略」「行政経営プラン」「まちづくり基本計画」の各計画が

一斉に始動する。それにより大磯町が抱える多くの課題を解決

し、未来を創るとされた。その所信を伺う。 

 

３．事務事業の見直しと公共施設等総合管理計画の策定について 

 限りある財源と職員数のもと、行政運営を行わなければならな

い。真に町民に必要とされる事業が何たるかを考えることは極め

て重要である。見直し・廃止の決断、優先順位・取捨選択の判断

はいかに行うか。また、事務事業のみならず、公共施設等総合管

理計画の策定とも重なる。町の決断が迫られる。政策過程等の所

信を求める。 

 

４．平成 28 年度の力点「観光」について 

 「交流人口の増加と定住人口の安定化」を町の重点プロジェク

トと定める視野の中で、平成 28 年度予算の力点のひとつを「観

光」とし、また、町民が発信する大磯の魅力を「大磯の創生」の

基本に置くこととした。その考えに基づき「新たな観光の核づく

り」に関する詳細を伺う。 

（１）賑わい交流施設を含む大磯港みなとオアシス整備事業 

（２）旧吉田邸を中核とする邸園文化交流圏の発展 

（３）大磯丘陵「グリーンパーク」の展開 

（４）太平洋岸自転車道の整備促進 
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３ 

１２番 

鈴木 京子議員 

（40 分） 

10:45～11:25 

 

 町長の提案された予算に対し、以下の質疑を行う。 

１．財政について 

○基準財政需要額、収入額と臨時財政対策債の上限額は。 

○総合戦略プラン等に対する新型交付金とトップランナー 

方式導入による歳入は。 

○マイナンバー制度、子ども子育て新制度による町負担増は。 

○消費税増税で収入は増えるが、歳出ではどうか。 

 

２．くらし・福祉について 

 ○事業の見直しや廃止の具体的内容は。 

 ○第２子以降の保育料無料化の対象人数と金額は。 

 ○子どもの貧困解消の具体策はあるか。 

 ○学童保育の適正規模は図られるか。 

 ○中学校給食で健やかな体づくり、体力強化、食習慣と食文化

を学ぶ具体策は。 

 ○介護保険の要支援はずしの影響の考え方は。また対策をどう

進めるのか。 

 ○年金生活者の収入が減り続けているが、くらし応援の具体策

はあるか。負担増はないか。 

 ○「健康への取り組み」の対象者に対する参加者の割合は。参

加者を増やす策は。 

 

３．教育について 

 ○教育委員会の現場からの要求総額、予算要求額総額と最終的

な計上額は。 

 ○教育支援員の配置は十分か。 

 ○図書館の職員は増員されるのか。また「社会動向の把握」の

内容は。 

 

４．諸計画等について 

 ○公共施設の再編を進める中で新たな施設整備の計画に着手

（みなとオアシス、地域公共交通網形成計画）するようだが、

財源確保や維持管理費を想定しクリアした上で着手するの

か。 

 ○計画を進める上で職員配置の重点は。どの部門にどう配置す

る考えか。マイナンバー制度への対応で負担増になる部署は

どこか。無理な働き方（残業など）にならない手立ては打た

れるのか。 

 

 

３名  ９問 
 

※時間は、事情により変更になる場合がありますのでご了承ください。 


